
令和７年７月３１日

林野庁 近畿中国森林管理局
鳥取森林管理署 現地検討会

林業の低コスト化に向けた取組
（沖ノ山国有林）



令和５年度～令和７年度生産事業により皆伐（誘導伐）を実施中

事 業 名：沖ノ山国有林外森林整備事業（間伐（存置対象を含
む）・伐採系・造林）

事業箇所：鳥取県八頭郡智頭町 沖ノ山国有林56り2林小班外

作 業 種：
植 付：5.65ha（スギ11,300本）
単木保護：0.94ha
防 護 柵：2.65km(ステンレス入りネット2.65km)

事業期間：令和5年5月12日～令和7年11月30日

１

１ 事業概要



林道

事業名：沖ノ山国有林外森林整備事業（間伐（存置対
象を含む）・伐採系・造林）

場所：鳥取県八頭郡智頭町
沖ノ山国有林56り2林小班外

2 位置図

２

現地検討会会場



⑦列状間伐

伐採

下刈

間伐 搬出

地拵

植栽

・3,000本/haから2,000本/haへ

②コンテナ苗の導入

・植付工程の改善
・植栽時期の拡大

①一貫作業システムの導入

・作業の効率化
・地拵の省略

➅効果的な路網整備

⑤下刈の省略

③植栽本数の削減

・下刈り回数の削減

・立木を使用した防護柵
・ツリーシェルター

・搬出・運搬の効率化
・路網密度の向上

・かかり木減少
・残存木の損傷減少

じごしらえ

伐採から列状間伐までを一連の要素として関連付けることにより、効率的な
作業体系を構築します。

３ 林業の低コスト化

３

④効果的なシカ防護対策



『一貫作業システム』とは

伐採・搬出作業に用いる林業機械を地拵又は苗木等の資材運搬に、若し
くは集材用架線を苗木等の資材運搬に活用し、伐採跡地において植生が繁
茂しないうちに植栽を終わらせることで、一連の造林作業の効率化を図る
伐採・造林の作業システムをいう。

伐採・搬出（夏～冬）
地拵・植付
（春又は秋）

伐採・搬出（夏～冬）・
植付

（１年目下刈省略）

従来作業の工程

一貫作業システムの工程

コンテナ苗の採用により植付適期が広がり、伐採直後の植付が可能に。
車両系の場合、植付を考慮した全木集材・グラップルによる末木枝条の処理により、
地拵の省略。さらに、フォワーダによる苗木・シカ防護柵の運搬により、植付にかか
るコストを削減。
伐採から間を置かず植えるため、雑草が繁茂するまでの期間が長くなり、下刈回数の
削減。

４ 一貫作業システム

下刈ひと夏以上
あくことも

４



チェーンソー
により伐倒

グラップル等により
枝付きのまま木寄せ

プロセッサにより
枝払い・造材

フォワーダにより
搬出（土場へ）

フォワーダにより
コンテナ苗等を運搬

伐採が終了し安全が
確認できる箇所から
専用器具により植付

一貫作業システムの流れ

４ 一貫作業システム

グラップルにより
林地を整理

５



７

４ 一貫作業システムとコンテナ苗
（１）コンテナ苗

育成孔（キャビティ）の内側にリブ（縦筋状の突起）や細長いスリットを設ける
などにより、水平方向の根巻きを防止するとともに、容器の底面を開けることで垂
直方向に空気根切りができる容器によって育成した、根鉢付きの苗のこと。

『コンテナ苗』とは

コンテナ底面に穴が開いており、コンテナ
下部に到達した根が空気に触れると自然に
根の成長が止まること

６



植付位置を決め、専用器具のペダルを
踏込み植穴を掘る。

植穴にコンテナ苗を差込む。
植穴とコンテナ苗が密着する程度に
踏固め、乾燥防止策として苗木根元
に落葉等を寄せる

４ 一貫作業システムとコンテナ苗
（２）コンテナ苗の特性

植付功程の効率化
（条件が良ければ500本/日以上も）
植付不良による枯損を予防

メリット

デメリット

植付現場での保管等の扱いが容易。
専用の植付器具をうまく利用すること
で植付時間を短縮。
また、植付作業に熟練を要しない。
植付適期が広い。

単価が高い（現状では裸苗の２倍）。

伐採と造林の一貫作業を可能に

コンテナ苗の植付手順

７



４ 一貫作業システムとコンテナ苗
（３）一貫作業の実績（鳥取森林管理署）

８

土屋山国有林
【R2】
・一貫作業面積：4.87ha
・ｺﾝﾃﾅ苗(スギ)：7,600本
・ｺﾝﾃﾅ苗(ヒノキ)：2,247本

西鴨国有林
【R3】
・一貫作業面積：4.13ha
・ｺﾝﾃﾅ苗(スギ)：8,260本
・シカ防護柵

鍋割国有林
【R5】
・一貫作業面積：2.70ha
・ｺﾝﾃﾅ苗(スギ少花粉)：1,000本
・ｺﾝﾃﾅ苗(ヒノキ)：4,620本
・シカ防護柵

扇ノ仙国有林
【R4】
・一貫作業面積：1.05ha
・ｺﾝﾃﾅ苗(スギ)：2,100本
・シカ防護柵

氷ノ仙国有林
【R4】
・一貫作業面積：0.56ha
・ｺﾝﾃﾅ苗(スギ)：1,176本
・シカ防護柵

（H31年度～R７年度）

坪谷奥国有林
【R7】
・一貫作業面積：2.02ha
・ｺﾝﾃﾅ苗(ヒノキ)：4,242本
・シカ防護柵

沖ノ山国有林
【R7】
・一貫作業面積：5.65ha
・ｺﾝﾃﾅ苗(スギ少花粉)：11,300本
・シカ防護柵

小舟山国有林
【R7】
・一貫作業面積：4.51ha
・ｺﾝﾃﾅ苗(スギ少花粉)：9,020本
・シカ防護柵



11

５ 植栽本数の見直し

植栽本数の削減

生産目標
の変化

低密度植栽
試験地での
検証

管理経営の
指針、
造林方針書
を改定
(H15)

植栽本数
3千本/ha
から概ね
2千本/ha
に見直し

苗木代を
1/3削減

植付人件費
を1/3削減

基本的な植栽本数を3,000本/haから概ね2,000本/haに見直し

成長・形質
問題なし

植栽本数密度による林分構造変化及び材質試験地（広島署管内 新元重山国有林）

2,000本/ha3,000本/ha ９



11

６ 下刈りの省略化

10

C３下刈実施C２下刈検討

【下刈の目安：Ｃ区分判定】

【冬下刈（灌木主体箇所）】【下刈（筋刈）】



11

７ 獣害対策

植栽木の保護

防護柵

11

ツリーシェルター

植栽区域に柵を設置し、シカの侵入
を防止。

植栽木を保護材で囲み、ウサギや
シカの食害を防止。



11

７ 獣害対策

設置方法

12

防護柵

【標準図】

4.0m以内

立木括り付けロー

プ上（8mm）

1.8m以上

0.45m

立木括り付け

ロープ中（4mm）

上張りロープ

（8mm）

支柱

支柱控えロープ

（6mm）

下張りロープ

（8mm）

スカートネット

支柱控えアンカー

プラアンカー

0.9m

4.0m以内

下部ロープは、根株

周辺に又釘で固定
1.0m



11

７ 獣害対策

設置方法

13

ツリーシェルター

※株式会社GCJ
ハイトシェルターBDの例

株式会社GCJホームページ
から引用





内容
１ 製品生産事業請負における採材基準
２ 丸太生産から原木市場までの流れ
３ 価格決定の要素
４ 人工林材の径級別木取りの例
５ 最近の加工技術の進化
６ 例外的な採材

曲がり材の需要拡大による効果
７ まとめ

- 1 -



○製品生産事業請負標準仕様書＜抜粋＞

○採材寸法表（特記仕様書）

○製品生産事業請負近畿中国森林管理局仕様書＜抜粋＞

１ 製品生産事業請負における採材基準

市
況
の
動
き
を
考
慮
し
つ
つ
「
直
材
」

採
材
は
、
地
域
の
木
材
需
要
動
向
、

- 2 -



伐期を迎えた森林

２ 丸太生産から原木市場までの流れ

- 3 -



伐採した立木を木寄せを行い玉切りして「丸太」を生産

造材作業

１
１

２ ２
１

３
４

５

- 4 -



玉切りされた丸太は、原木市場で仕分け・椪積みされ
「競り」又は「入札」で販売

- 5 -



丸太の体積は、「材積」と呼ばれ

○立木は、根元が太くて先に行くほど細く
○丸太も同様に
・根元側の太い切り口を「元口」（もとくち）
・先端側の細い切り口を「末口」（すえくち）

○丸太の「材積」の計算は、
「素材の日本農林規格」で定め
材積の計算方法は、ざっくりしたもの
「末口の径」×「末口の径」×「長さ」
注意点：末口の径は「最小径」、樹皮は除く

３ 価格決定の要素

- 6 -



丸太の材積計算例

元口：24cm → 元口：20cm

末口：20cm → 末口：20cm

材積の計算
「末口の径」×「末口の径」×「長さ」

長さ３mの場合
20cm×20cm×3m＝0.120m3

長さ４mの場合
20cm×20cm×4m＝0.160m3

※丸太材積表で確認可能

長
級
（
長
さ
）

- 7 -



丸太の中心を通るようにして、
一番小さい箇所が末口のサイズとなる
※14cm未満は１cm単位、14㎝以上は２cm単位
単位未満は、切り捨て

末口の直径を測る
が、完璧な円をし
ているわけではな
く、凹んでいたり、
出っぱたり、いび
つな形

「直径」の測定

- 8 -



「長級」の測定

丸太の長さは、両小口を結ぶ最短の直線
単位寸法は、20cm単位、単位未満は切り捨て
例えば、３m材：3m以上3.2m未満

４m材：4m以上4.2m未満
※ただし、製材品の規格などから、1.9m、2.1m、2.7m、3.3m、
3.65m、4.3mの特殊な寸法がある

- 9 -



丸太の欠点①「曲がり」
矢高で判断

矢高
矢高は、
丸太の径に対する
内曲面の最大の割合

例えば
末口直径20cmで矢高２cmの場合、10％（農林規格１等）
末口直径36cmで矢高６cmの場合、17％（農林規格３等）
なお、曲がりの数や樹種によって等級が変わる場合がある。
原木市場では、「直材」「曲がり」「大曲」の仕分けが多い。

※近年、曲がり材はチップ化されバイオマス発電用の燃料とし
て利用されることが多い。 - 10 -



丸太の欠点②
「節」

「節」の
大きさ、数
で価格が変
わります。

- 11 -



注：本資料は、森林総合研究所の協力を得て林野庁が作成

４ 人工林材の径級別木取りの例

- 12 -



直材であれば、心持ち柱材や土台に加工

※10.5cm角の柱材へ加工するためには、末口直径15cmの直材丸太が必要といわれる。 - 13 -



桂剥き

構造用合板

厚物合板
ＬＶＬ

ＣＬＴ

丸太

製材
板・ラミナ

かつら剥き

加工

加工

曲がり材の
需要が拡大

５ 最近の加工技術の進化

- 14 -



６ 例外的な採材 曲がり材の需要拡大による効果

歩留まりの比較

従来方式（直材のみ）
根曲がりを２m採材

直・曲採材方式
（４m採材のみ）

４ｍ １６ｃｍ
０．１０２ｍ³

４ｍ ２２ｃｍ
０．１９４ｍ³

直材２ｍ ２６ｃｍ
０．１３５ｍ³

合計
０．４３１ｍ³

※ 試算の前提条件（立木）
胸高直径30cm 長さ18m 材積0.59m³

直材

直材

４ｍ １４ｃｍ
０．０７８ｍ³

４ｍ ２０ｃｍ
０．１６０ｍ³

４ｍ ２４ｃｍ
０．２３０ｍ³

合計
０．４６８ｍ³

従来方式と比較して
生産量約10％増

直材

直材

曲がり材

- 15 -



（事例）直材生産と直・曲がり材生産の比較・試算
根曲がりが比較的少ない林分において、採材方法は、直材を基本
とし、曲がり矢高１０ｃｍまでの曲がり材を機械的に４ｍ又は３
ｍに玉切り。

直材生産
（推計）

②生産量
６，７００ｍ3

③歩留まり
３４％（②／①）

①立木材積
１９，６００ｍ3

直・曲がり材生産
（実施結果）

販売単価は下がるが、歩留まりのUPにより総販売金額は増加！

９％
ＵＰ

⑦歩留まり
４３％（⑥／①）

⑥生産量
８，５００ｍ3

④販売単価
９，０００円／ｍ3

⑧販売単価
８，０００円／ｍ3

⑤総販売金額
②×④

６０，３００千円

７，７００千円
ＵＰ

⑨総販売金額
⑥×⑧

６８，０００千円

- 16 -



７ まとめ
１ 製品生産事業請負における採材基準
→直材採材が原則

２ 丸太生産から原木市場までの流れ
→生産事業を発注した場合、伐採から販売までの流れを現地で確認。
市売日は、委託先に出向いて買受者情報を収集しましょう。

３ 価格決定の要素
→価格が高いのは直材、資源内容で欠点が多くなることが想定され
る場合は、委託販売からシステム販売へ。

４ 人工林材の径級別木取りの例
→買受者情報に基づき製材工場等の視察を計画し実施

５ 最近の加工技術の進化
６ 例外的な採材 曲がり材の需要拡大による効果
→合板、集成材工場等の視察、意見交換を計画し実施

委託販売先を通じた買受者のニーズを把握し採材に反映しましょう！
- 17 -



AI丸太検知くん｜概要

開発：国土防災技術株式会社（2019）

販売：株式会社竹谷商事

AI丸太検知くん「木口調査アプリ」

◎現場での作業時間を短縮できる・概算に便利

△撮影条件に結果が左右される
曇りや雨、撮影角度等により誤差や計測漏れが発生する傾向

1

ベンチマーク設置、椪の撮影

１

検知対象の
情報を設定

アプリ 現場

・樹種
・長さ 等

AIによる

・検知
・材積計算

アプリ

【検知の流れ】

解析範囲の
設定



AI丸太検知くん｜検知対象の情報設定

樹種・長さ
材積計算のため必ず設定

2

「管理カード」に必要な情報を入力



AI丸太検知くん｜ベンチマーク設置、撮影

径級の基準となる
丸太の中心・１椪３か所以上設置

ベンチマーク

緑枠：垂直黄枠：斜め

カメラを垂直に構えて撮影

撮影OK！

3



AI丸太検知くん｜椪の撮影

横長の椪を連続撮影することも可能

4

引用：指で操作 簡単説明（国土防災技術株式会社）



AI丸太検知くん｜解析範囲の設定、検知、材積計算

解析範囲の設定：白枠を調整

奥に椪積み
された丸太

ベンチマーク周辺の

丸太を手検知

【修正に便利な例】 【認識されづらい例】

樹皮が被った

丸太

自動で検知：

手動で修正：指操作

次へ 検知or をタップ。やり直し可能。

検知終了： 完成 をタップ。材積も同時に計算される

5

径級

認識済



AI丸太検知くん｜解析範囲の設定、検知、材積計算 6

【検知終了】

表示される椪の写真（一部）

材積表も一緒に表示される



AI丸太検知くん｜毎木検知とアプリの結果比較 7

974本 243.470㎥

【毎木検知の結果】



AI丸太検知くん｜毎木検知とアプリの結果比較 8

1001本 263.07㎥

【AI丸太検知くんによる検知の結果】



AI丸太検知くん｜手検知とアプリの結果比較 9

毎木検知 AI丸太検知くん

人員（人） 時間（分） 時間（分）計 人員（人） 時間（分） 時間（分）計

外業 5 90 450 外業 1 15 15

内業 1 30 30 内業 1 120 120

計 480 計 135

人工 1.0人工 人工 0.3人工

【人工数の比較】
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